
桝形遺跡調査報告書

浄

１９８１ 

●□ご‐、

群`Mj県勢多郡宮城村教育委員会



桝形遺跡調査報告書

イ

露鳶蕊議蕊蕊剰
３ｈJｌ 

Ｈ３１１ 

ｆ凡

瞳《i:i蝋X偽1鍵ｉｉｉ`l`‐

△
〉

夕

’ 



序

この柵1譜は、我々}|[先の遺跡しか６－万年をこえる大昔に、人１１Mがどのよ

うなll2il1iをしていたのか、はか')知るすべもなかったことが、この発掘によっ

てi1tnEなff料となり、２Y:|M1的追求にすばらしいl1Hilikあるものであり、その報(!「

書が刊行されたことはまことに喜ばしい次第であります。

榊形逝跡発掘に当っては、相U<先11{が中心となり多数の皆さんが、師走も残

り少ないllJlF、しかも、赤城おろしが冷たく吹きすさぶ1'１を、遺跡をのこした遠

いﾈ１１先のｌｌｉ活をさぐるべく、もくもくと発掘されていた姿が'二lに浮かびます。

私も、当時教育委員会におり、この遺跡発掘に若「のお伝いをしたものです

が、わが宮城付にもイi器Hf代から我々のiIl先が住んでいたことを、この遺跡発

掘によって立証され、いまさらながら鮒きと厳粛な父持ちでいっぱいであI)ま

す。

この報告書が､すばらしい貴重なものであることはI|'すまでもありませんが、

相沢光211をはじめ苑｛Mに協力された{`f嫌に深い敬迩と感謝を【|'し上げると共

に、この餓告書によって更に文化逝臓の研究が進められることをW(iうものであ

ります。
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IIllfIl56年８月

海域付村長吉田時雄９ 



発刊に当って

新緑仁映ゆる赤城111の上空をジェット機が飛び去って行く、見送る私の足下

１５ｍの土ＩＩＪから古代人の使用した打器が発掘されたのである。ジェット機と打

器、極端な対照だが人'１１１の知能の発達のよき象徴である。私は幸にも双方に接

し得てまことに感慨に堪えない。

人'１１１が火の利用を発見し石器を作り他の動物と全然異った生iiliを始めたのは

何万年iiijか。この遺跡はそのことを解IﾘＩする「極め手」となるftiliなものであ

る。また宮城材にも打器時代から人'１１１が住んでいたということをこの遺跡から

知ることが出来ていまさらの如く厳粛な気持におそわれるのである。

この発掘の経過は本誌経緯の項に詳細に記述されている通りであるが事業主

体村長主管教育委貝会文化lは調炎黍l]協力のもとに実施された。師走の風の冷

たい【|'にあって、全１１とり懸かれたように堀I)続けここに三百数十点に及ぶ石

器が発掘されたのである。

その後相沢先生が病に倒れ報告書の刊行が遅延し遂に今日に至った次第であ

る。

この発掘、刊行に協力された方々に深甚の謝意を表すると共にこの小冊子が

先人の生活を偲ぶよすがになればまことに幸である。
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IJIj 原秀雄宮城材教育委興会教育長



例 【＝Ｕ

１．本{1$は昭和48年度の群Ⅱ;県勢多郡宮城}１大宇苗ケ島字桝形に所在する村jiidl(良ｴﾐﾘ;に伴う

「桝形ifi跡」の調盗報告i1lである。

２．本jjulM(の発掘調査は、113m26年９１j22Ilから同年同'１２９１１の1M)に実施された第一次調jfが

あり、今回の発掘調１fは第二次調盗である。

3．発掘調盗は、調売主体村を宮城材踵111村定吉として、赤城人頗文化研究所長相沢忠洋が調

在１１１当淌とな'〕、地元二瀞古学研究者、一般村民及び地ｊ亡ｌＩｊ学生の参加ＷＪによってなされ

た。

4．発掘調在は、昭fⅡ`I8fFl2H21Bから１両]fIz同ll31Bの'’111111である。

５．本i１$の作成は、相沢忠洋の指導のもとにⅡU矢晃が行ない、Ｉ【l沢千恵子がこれを補佐してな

されたものである。

６．１１１土溢料及び諸記録は、赤城人類文化研究所で整理係符している。
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1．発掘調査の経緯について

(1)イミjii跡の調在の歴史

昭fⅡ2`lfi29llに相沢忠ｉＷ)発見したｲﾌﾞ器を災機にlﾘl論大学文学部考古学研究室により発掘調

森が行われて、｝1本にもⅡ]Ｉ｢器時代が存在したことが確認された岩宿適跡（121！}（1956年）に

相前後して、赤城111南腕の繩文時代早期ijli8＃ｔＷｌﾉﾉ的に詞ｲfしていた梱沢ﾉ&ｉＷｊ岩宿遺跡の|ｉ

かにも数十の縄文時代以iiijｸﾞ)(『器文化jii跡を発見した。

本遺跡も、その【１１の一ijli跡であって、他のが城南麓のlll(『鰐文化がナイフｌＷｉ器やポイント

を主体とするものが多いのに比して、大型の縦l<剥片、（ＭＷ１ﾀｲi器、掻器等のｲi器がり]心の本

遺跡は、他のjid跡とｲi器ﾎⅡ成が災なるので、ｉｌｊ〈から学界かＩＦ>も特異な1r器文化の遺跡として

注目きれていた。

本週跡が１１tに出たのも、発見満の千鳥允二､嫌塚滴り)iiliIIの功紙が大きいｸﾞ)であるが棚沢忠iYi

の地道な場ノルよるもので、’1,1M模な発掘l渕iIfではあるがｌｌｌＩＩⅡ26fIz9jj22lIかMiiIfl21同1112911

までの第一ik調盃が行わ札118｛Ⅱ28年９ｊ１０ＩＩから同年９）１１０１１，|]({ｆ[129年８Ⅱ､昭ＩⅡ29fﾄﾞllj1、

昭fIl33fl2にそｊＬぞｊＬ第一次調1代の補完調i1fがIllil(忠洋や鎌塚iI0iﾘ)氏等の三Fでｿﾐ施さ』している：

第一次及びＮｉ完調夫のうナ>の１１洲l28fl2分、｜V{iⅡ29ＩＦ分は、週跡の性格を砿,jtjする発掘調従で

あり、Ｍｊ充,iilM在のうちのＩｌｌｌＩⅡ29f１２分及び'1({「Ⅱ33flz分は地)iiとlibiIFの調査をIj(1北なされたもの

である。

特に昭iU33iI2分の調在は、｜Ⅲ束ロームfl『光グループのlNI1I〔ローム屑ｸﾞ)61『光〃)一噸としてi｢わ

れた。（|Ｍ１１１〔ローム研究グループ1965年）

以上の発掘調在は､H1il<ﾉ臥洋の第１１１１紀巡絡姿11会懇談会１１{{ｉⅡ29年例会における報告があるが、

特異な(i器文化'/､えに、多くの調在靴綜iﾄﾍﾟ，論文等に３１１１１、紹介されており、苫名な遺跡となっ

ている。（II1il（1957fト戸il〈I965fIz、杉原1956年、197`lfI2パ:沢1974fI2、iii崎l956fl2.

1963年等）

なお、水jfi跡の概要については、昭ｲⅡ48fl:９）}発行の宮16Ｗ雄（宮城村役jﾙｿﾋﾞ行）でも紹介

されている。

ノ

『

(2)今回の調査に護るまで

第一次調Ｉｌｆにおいては、′Ｍ１恨な発掘iWlffであったために溢科も少なく、jihイルらしいものも

確認されていなかったたダ)にイミ格的な発掘調iOfがまたれていた．

特に水iii跡を１１tにl}ＩしたIllil<ﾉ邑洋は、蝿発１Ｍ調ff部分ｌｊ、台地の西側端の}l道に並行して作

られた側i&部分と松林の一部分であったたy)、jfi跡の!'】心はl([発掘部分の#〔に隣接する台地ｌＩｊ



ﾘﾋを縦貫する道路KＩ下にあると推定し、この道路in下を詞森する11のあることを、第一次調充

以来ずつと待ち望んでいたのであった二（棚沢l980fI2）

しかしながら、この道路は赤城i;jIlii道路から1！｢城村蝿場方面にjufる生活道蹄であったため、

交通止めにして発掘調査をすることは不可能に近かったのである。

ところが、ＩｌＨｉⅡ48年秋に至って、この道路（1;i城村道、二jli橋～'９１１束原線）の拡幅改良工事

が施工されることになり、２１iiiIl劉在として発掘調ffが実施されることになったのである。

相沢忠祥が災に22年ＩＨＩも待ち望んでいたⅡが、ついにやって来たのである。

本遺跡の充１Ｍ調盃の依頼は、当然のことのように二Lz1;主体満である宮城村長から、赤城人IMI

文化研究所長の柵沢忠洋になされたのである。

昭和48年10｝lから周到な準備のもとにかくして鋪２次の発掘調葹が昭和48年l2ll21Hから同

fI2同月31日までのl1H1Ml実施されたのである。

(3)充掘日誌

「
』

Ｐ 

ｑ 

⑰ 

２ 

)］日（班Ｈ） 天候 調ｉｆ作雌ＩＡｌ存

12／2１（金） 鏑

発掘区を村道鵜点よ')N(,１７－１V(,20に設定し、まずN(118か'P（('17方向

へＭ１ｎＸ３ｍのトレンチ･を入れる。

ﾄﾘ[ｌにして、ローム)ifから細打刃、細(f〕Ｗ11石核、舟底形(i器等の

'''二12をみる二

12／2２（=上） ﾛハ 水糸;l〔リ、区制1ＡＩ強｣:艦埋、１１１土遺物にｉｉｉ:号札をつける。

12／2３（[l） ﾛﾊﾞ 
トレンーチ平面[則作成、松Ｉｲﾐの'１】にＢトレンチー２ｍ×２，Ⅱを織定。朝

Ⅱ新1111'１，既記名取|Ｉ。

12／2４（)l） 晴
区【閨ilAI整理、出二ＭＭ)しT〆血搬影、ifi物の原位殻穏1鉱。ＷｌＩｌ祈聞に報

iij[される。

12／2５（火） 晴 レベリング、東側へ拡披区２ｍ×２，１，を紙だ。

12／2６（水） Bｉ 
１１〔側拡張区を昨'1に続き発掘．ｊ遺物出二ＭA況搬影、北(illヘ拡張区１

ｍｘｌ３ｍを設定し､ﾉ(１１ｲ軽石府まで光１Ｍ。

12／2７（水） Hガ
トレンチ内整瑚、ｉｉｉ物{''二１２状況111}影僅jlyl:～２時まで赤城商､i(セン

ターにて教育姿１１会iiIliの発掘調森の縦(!；会が開雌される。

12／2８（金） 端 jii物の原位置側ＩＩＬ

12／2９（土） Hｈ 
jfi物の![(上げ、セクンコンロ作成、機械の徹収、一部j111ｹ〔してiii銘

'1§血。

12／3０（(1) 

12／3１（)j） 

Bii 

晴

セクション図作成。
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遺跡について２． 

(1)所在地及び立地

水ｉｉｉ跡は、群馬県勢診lllI1;｢城付大字術ケルドi:桝形にある。（第１図）

群｣M洲Lのほぼ１１１尖に$血Ｎｉする赤城山は、N1Mlにjそいi嘘fを形成し、どこから登っても、だら

だら収を８里も登らなければならないと言うことから「赤城のばか８１{!」と諺言されるほどで

ある。

このIをい裾野には、１１１mからIIlllI1に幾拾鍵(｢もの谷をｌｌｌ(『して'１､i'ﾘ111をなし、それぞれ片,{1,

111、利根lll、渡良瀬lllヘとiﾊﾞﾋ入している。

これらの谷に面した洪ｉｉｉ世台地は、ｌ[]ｲ｢器時代から連綿とｲﾋﾞ々の'11先が１１２括の舞台として米

たところであり、崇故とｉｉってよいほどの遺跡が点在あるいはDIii1Mして作在しているのでj)ろ。

（群｣!;県教委1963年）

赤城１１１の名峯、荒'１１は赤城神社（宮城村三{l〔i)<）１１近で急斜imが終り、それより南は、縄い

ﾎﾟ;Iiniとなって優いi嬢}をリ|さ、１M在では宅地及びIjlj也、111林にflll11されていて村民の212inの鄭

台である。

水iii跡は、この赤域111のifj随のほぼ１１０尖にあって、荒山からIlllびる'''製から南北にＩを〈片状

に(I|lびる洪愉世台地｣zにあり、遺跡のある台地4〔側には、やや深い谷が台地と並1丁し、llHi1iijに

はiい､谷が並行している。

ＪＩＭ:、本j遺跡のⅢ〔側のtHj、農業１１１かんがい１１１水池になっているし、北側およそ100ｍのﾘﾘiに

赤城iliIIii道路が横だし、イ逝跡の上に染る村iiiと交差しており、さらにその北には、近年、桜

の渦所となった「宮域の「･ｲﾐＩｉｉｕがあるニ

イミiii跡の現況は、松Ｗとび道路、駐jlijルとなっており、標高は`ｌｌＯ１ｊ１から420ｍの南Ii1きの繊

傾斜imj2にある。

４ 

● 

(2)周辺の主要巡跡

イ&iii跡から桐生に韮るハミ域111東南龍は､lllil<ﾉ凸洋によって数多くの|Ⅱ(i器時代から縄文時代、

さらに弥生時代等のjfi跡が砿遜されている。

なかでも、とりわけ主要な岩循遺跡は、本jii跡から直線で東南11km、幻'2戸遺跡にはjI〔iIjjl〔

７km、式ﾉﾄ遺跡にはilj4〔８km、大ﾊﾟﾘ]三ツ屋iii跡にはi+i々西８１ｍで`ｸ)る。

１;『賊付IAlにおける|[ﾘｲ｢器時代の遺跡は、水jlit跡の１Jかに、iliとＩⅢ、｜(l命、白山の三jld跡が側’

られており、削器、尖り11器、樅長剥片等のj､物が妹』§されている。

３ 
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村内で熱心に遺物のjljuliをやってこられた故北爪道i<i氏の蔵,il11Ijに、水ifiY}出土のものと思

われる峡、〔岩裂の細ｲi刃111（｢核があり、さらに、前原Ru!（“ｊｉ場字失継において尖頭器とイl・

舌尖頭器を採りl§されてお')、今後、研究がjl止めば、もっとⅡl(｢器lj#代の遺跡が光1,1されること

は確かである。

なお、宮城１１諾の|[]ｲﾌﾞ器時代の記述及び拙↓h写真のKljで、｜Ⅱ(｢器の遺物ではないかと紹介さ

れているIrl(『堀久保出土Yf科については、；（肘は縄文時代のｲ｢器との確信を1ケっているが．イミ

書においての諜細な言及は、本ｉｌ;の目的を逸脱することとなるので他Ｈに｡!(ることとしたい。

（海老原ほか’980年）

3．発掘区について

第一次発１Ｍの既発掘地点は、村道二ＦＩＩ橋～Ｆ１1束l]i(線に並i丁する西側隣接部分であったため姉

二次発掘調iOfにおいては、蛸一次発掘調充の#〔隣接部分で、今１０１、村道改良｣:ｉＰｌｉの施行される

地点のうち、村道改良二ＬＪｌｉのﾉﾑ点から自Ndl7懇N(119のl}１１のiii.［201,、東西４５１，の１１道直下を発

掘地点として定めた。（輔３ｌｘＤ

発掘地点は、完全発掘をすることとしたが､iii路ＩＩＪ央仁は、すでに水道符がＩＭＤしてお')ロー

ム層まで｝Ｍりかえされていたために、水jiiifj''1級部分は発'1M区から除外した。

発掘区のうち、水道管のiuj側にi判からi+j北に５ｍの区割でｌ区、２区、３ｌｘ、４区を設定し

た。

この区削のIljは３ｍとして織定したために、区制内に水jij[ifが縦ｉｔしている‘

さらに、水道櫛の來側に隣按してIiIl5iルｌ２さ５ｍをｌ区ｉｌｉＩとする拡張区を`讃けたが､拡披

区Ｉ区、１１区は通路直~卜のため発掘することが出来なかった，なお、Ｎ区中ソ&には１．３ｍＸｌＩｉ１

の試掘満を紙けて、八吋経ｲilfiまで発掘し、llUl1〔ローム厨のj化１A状況を確認した。なお、松林内

に設定したＢトレンチは、′1,判片３二が出土しただけなのでlid述を削愛した。､ 

４府庁について

本遺跡はIliim~「にあったために．表土席|ﾊﾆﾋ1ifの｣名半部を欠夫しており、かわりにバラス

がIOC､怪の１０/さに数込まれていた。

腐植上ｉｉの下半部は発掘区にほぼ均等に25〔､催の堆械をしており、この1ごliiには黄禍色ロ－

、
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ムliiiがあるが、腐倣土附にiiflM色ロームliiの

IIjlMにはソフトロームは介在していない｡

黄１Ｍ色ローム１Wは、上部ローム層であり、

この1iiiはさらに細分される。

まず、胸１，ｲ（土隠との境界から測って10〔､下

位に板ﾘMiflM色軽石屑（Ｙ，Ｐ）があるが、

まとまったj化ｉｆ(状態をせ゛ずに小さなパミスが

網Ｈ状に１Ｍ(:ｲiルているにすぎない。パミスの

下位は〕Mfllj色ロームが80(mほどjlt減しており

本遺跡のjjd物は、このﾙｨの｣Z半部から出土し

たものである。

黄禍色ローム1iiiの下位に板卵１Ｍ色軽ｲｺﾞﾙｊ

（Ｂ、ｐ）がわずかながらj化I！(している。

これより下位は１１１部ロームルiとなるが、ま

ず、１Ｍ色のローム屑があり、さらにその下位

ノとｌ

ＹＰ 

Ｍ;I形文化IＦｉ

Ｉｗ 

ＫＩＤ 

Ｉ〃

： 

◆ 

１
 

０
１
２
３
 

ＵＰ 

に鹿沼軽ｲ｢1Ｍ（Ｋ、Ｐ）がわずかに堆彼して

再び禍色のローム層となる.この屑の下位に第４図桝形遺跡付近の層序

は八崎擬ｲT１ｉｉ（11．Ｐ）が10(mほど唯航して

いる。

本遺跡では、主発掘区の北側にＬ３ｉｎｘ１０ｍのグリットを八崎蛭石層までｌＭリ下げたが、こ

こはj置物の111土は皆崇であった。

lii位の詳細については汎在検iij`|'であるので、その成来は後Ⅱ発表したいと考えている。

本遺跡の北方l00nuの標i(.li4401n地点における唯i尚状況は、Ⅲ川〔ロームpjIガブピグループによって

発表されており、本遺跡の発掘所見と大同'１，y↓であった。（輔`１回）

本遺跡のjii物の111土状況をみると、」2部ローム)iiillの仮艸黄色軽石屑（Ｙ、Ｐ）直下から、

雌深のものの37cmの11}】に巳念されていた。

このことは、本遺跡が板卯黄色軽石の除~I;以iiijに形成されたことを物語っている。

凸

５．世幟及び､遺物の出土状況について

(1)巡 榊

不調光においては、住1ＩＤ}跡と認定できるjjul鮒や、貯蔵六等の遺構の確認はできなかった。

－７－ 



しかし、発掘[iii状に比して111当数の細ｲ丁ﾉﾘ川イ｢核､剥片､削片、砕片等の111土があることや、

ハンマーストーン等の工具6111土していることから、本遺跡は、イ『器の製作にＩＭＩ係-'一る遺跡と

考えられる。

この石器製作が屋外でなされたものか､屋内でなされたものかはりL在のところ不Iﾘlであるが、

腫内で石器を製作し、又は、生i門していたとしても、掻文時代の雛穴住居趾のような遺構が確

認されないことなどから、相当、坊な施設であったものと考えられる。

本遺跡のｲ｢器の出土分布をみると、発掘区のｌ区、２区、３区内から出土し、ｉ+j北ｌ５Ｉ叫來

１１１j4.5ｍのIMIは比較的平均して｛｢器、剥片等が出二1:していて、ｌ鳴った分布をしていない。

｜ｕ石器時代のjjh跡に出土例の多い、ミルクストーンと言われる宏111岩の[l然鶴は、本遺跡に

おいても、多くの出土をみたが、他のj遺跡に比してその出土状況を異にしている。

すなわち、群賜県武井内111%〔jfi跡等の例では、拳大から両-Ｆを拡げた程度の大きさの安[１１岩

のロ然礫が故10個まとまって111土しているのに比して、本適跡においては、５０(Ｍ１の(1)土例とも

すべて単独で１１１土しているのである。

これらの礎は、調理用具であったと言われている。この礫の仙１Ｍ方法として、礎を火で焼い

て、①この礫に調理しようとする食物を直接あてて食物を焼く、②竹皮等に包んだ食物を多数

の礫の間に入れて蕪焼きにする、③水の器等に水と食物を入几さらに、礫を投入して水を沸

講させることによって、食物を調理するなどが考えられている。

このことを‘〔づけるかのように、本遺跡の出土の畷の大部分は火然を受けたものである。

｡ 

(2)火の便川

Ⅱ)土した木炭は、非常に細'１，であったために、溢科として抹』Lできたものは２片にすぎない

し、炉として確認できる遺構は兇1mLできなかったが、先にも述べたように、大小の多故の火熱

を受けた宏１１１岩礫が出土しており、桝形遺跡をjfiした人々は、火を1J常使用していたものと考

えられる。

本遺跡の木炭のⅡ}土状況は、イ｢器、利ﾊﾞｰ、【l然鴫等の遺物にilLって、黄禍色ロームｈｉの｣名半

部から多数出｣:している。

(3)打器の出土状況

発掘区は、比較的平均したイi器の111土分布をしダ)しており、１１４１)が認められないことから、

発掘区が一つのブロックとして、Ｉｊ握できるものかも知れない。

発掘区の1'1火部分は､既に水jii本管の埋設二mj1Iのために破壊されており、未確認ではあるが、

この部分にもjⅡ跡は広がっていたものと推定できる。吾らに．第一次調査の一部にも広がって

いたものと思われる。

発掘区の北側とilj側の遺物の出土状況をみると、まず、発掘区の北側（村道のﾉﾑ点Nql8より

８ 



北側）に肱;l〔区を設けて苑ｲﾋﾞしてみたが、全く遺物は無かった。

さらに、発掘区のi+j(則（村道基点N〔１１７よりiIj側）に肱；ｌｉｌＸを設けたが、ここでは、剥片が３

点出土しただけである。

ニグ)ことから、桝形世IM6の主体部は、付jiiAL点N(117からMl8のわずかilj北に151,,の１１Mにあり、

東西の広がりは未発掘の部分が多いために米砿遡ではあるが、泄跡の乗っている台地そのもの

の１１】が20,IulJとの狭い丙状台地であることから、大きなｊｈ跡とは言いがたいのである。

今回の苑１Ｍ調狂におけるイ｢器の出土状況で持載すべきことは､溢料NO126の-ﾌﾞ･コツピングトー

ルと大型jlUIハ･の出二ｔ状況で．４〔の拡長区から、チヨツピングトールの刃部を〕'〔12にして大型剥

片と一緒に出土（図版３巻!（１）したものである：

このような１１１士例には、ｌ霊f県馬場平jfi跡（ﾉﾅ些沢l955fI:）がある。

馬場平例では、刃部を〕'４｣:にした玄武岩弧の大型礫器（チョッパーなのか、ヅーョッビングトー

ルなｸﾞ)か１〈lﾘlで、報告者は１１１に嬬器としている。）とその付近に12個の111然礫ﾉ12び若干の剥ﾊﾞが

発見されているが、本適跡では、自然礎を－調に出土していない点を異にしている。

鳴場平の報告者が指摘するように、Ｉ(I立した嶬器（本適跡ではチヨツビングトール）は竹又

は木を雌さ削る際のアンビルとして据えW(いたもので、この礫器の刃部に切断しようとする竹

又は木を唯せ、別のハンマーストーンによる打撃を力Ⅱえることによって、そのII的をはたした

ものと思われる二

6．ｌＩＩ土遺物について

(1)出土遺物の概要

本遺跡において採雌できた週物には、細ｲ｢〃、細f｢刃Ⅱlｲj核、ﾊﾅ底形ｲi器、削器、磁器、彫

器、石刃、ハンマーストーン、１肝石、チヨツビングトール、チョッバー、’１，型ｲi核、剥片（Ｎｌ

長剥ﾊﾞｰを含む)、スキー状スポール、砕片、Ｉｆ１然嬬のほかに微細な木炭片がある。

遺物の(１１土総数381点の器ｉｌｎ３ｌ１は第１炎のとおりであるが、イi器製作のための素材となった

り、石器製作１１】の調整剥離等の過程でlI2するIHI片が183点もあり、全遺物にuIiのる削合は48％で

ある。

この183点の剥片中には、繊辺に細部ljllI二のあるものもあり、刃器と同様に仙11Ｉしていたもの

もあると`Ｕわれる。

また、刺ハ･については、接合するものもあると.思われるが、現在、整理検`ｉｌｊＩ１であるので、

後Ｈ接合資料のllIj題について、｛j器製作技術の11{]題として報併したいと.想っている。

次に出土の多いものは、火然を受けた大'1､の宏111岩製のI:l然礫で50点l}}｣zしており、全適物

｡ 
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に占める比率は13.1％である。

本遺跡の文化(１，特微を示すfr料である細石刃は39点あり、３冊Ⅱに多く、全iii物に,!iぬる割

合は10.2％であI)、この細石刃を製作した細ｲi刃川石核は12点１１１土している。

また、第一次調在以来、桝形jfi跡といえば舟庇形打器を111土するjii跡として知られているが､

今回の調交でも炎抹の１点を含めて、５点の'''二kがあった二

総数379点のｲ丁器lMiの石面を検制してみると、Ｉ(岩が250点もあって、全体の65.9％と圧倒的

に多い。

石器や剥片の一部に転礫の表皮がそのまま破っているものもあり、１)；(石は河川から採集した

ことをうかがいjqIることかできる。

本遺跡で多川されている頁岩は、近くの小河Ⅱ|や谷からは発兄できないから、波及瀬111や利

根川の川原でljiulLして搬入したものと思われる。

次仁安111岩が52点あり、このうちの50点はIfI然礫であって、+ＭＴの安山岩で、赤城111麓の谷

や河川で一般的に採集できる「赤城のばか石」と了iわれる安'１１器である。他の２点は石器であ

るが、サヌカイトに近い安'１１岩で[麺rのもので弧作きれている。

その次に多いのが、硬衝了〔岩で40点の出土があり、全遺物に１１iぬる比率は102％である。

硬衝頁岩は、新ir9県から東北地ﾌﾞjに多い岩ｲ｢で、同地方のj遺跡から出土するｲ｢器の大半が兇

ｊｌｉな硬質頁岩で製作されている灰､i、関東地方からＩＩｊ部地方で多川されている黙Ｂｌｈｍはあまり

使月】されていない。

群馬県下において硬質頁岩を産する場所は上越lL1jjEの三国111や大衆111で筆者は益II11Ijに擁果

したことがあるが、他の地方にあるのは知らない。

また､利Ⅱ(郡1『の縄文時代のjⅡ跡から出土するＩ｢器には、Ｉｌｌ当故の硬面頁岩製のものがあり、

群馬県下の他の地ﾌﾞjと石器製作時の石材の選択に)(なりがあるようである。

舟底形石器をｲ｢器組成に持つiii跡を通した人々は、硬衝]i〔器をｲj器製作にあたって好んでNi

lⅡした節がある。

新潟県荒屋jfi跡（芹沢l959fl:）では舟底形ｲj器、細石刃、荒腿型彫器、削器、撤器等を石

器ﾎﾟⅡ成に持つことで藩名であるが、遺物の大半は硬【T頁岩製で雑｢の頁岩等を念んでいる。荒

屋ｉｉｉ跡は、硬ｉｍ岩を多iiiにＨ１;する地方と言うことから、理irK〔岩を多ｊｌｌすることを首肯でき

るが、茨城ⅡL後計遺跡（111崎外1976年）や本j、跡のように硬【TI〔岩の産｣也からｲ11当遠距離に

ある遺跡において、霞iEnr〔岩を便n1しているのは、どのようなjUMIIlによるのであろうか.

本遺跡を適した人々も、（)･底形ｲi器文化の先巡地で使月lされている石材を移入したものであ

ろうか。

硅岩も比較的多く、２３点のlIliZがあり、これらの雌岩は、古11ﾐﾙiの足尾山地に水源を持つ渡

良瀬lllの111原で擁架して、本jlu跡に搬入してｲi器を製作したものと`思われる。

なお、本jft跡においては｝ＡＷＷｉ製のものは全く111土しておらず、群馬県下の桝形週跡の前後

● 

３ 

1０－ 



に矯年される文化で`ｆ)るナイフ形石器文化や尖緬器文化、さらには縄文時代の1j器に}１１当故の

典昭石を便１１]しているのとは好対照である。

第１表桝形、跡の石器組成及び石質区分表
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(１１;）ニゾ)１１〃に,“し噛片が２脚ある二

(2)主要lルヒ逝物

細石刃（図版５，第５回）

細石刃は、総故39点の出土があり、本遺跡におけるイi器としては最大の出土数である。

Ｉｉ器の(「1『は、６１(liI；、唖Ｔｍ岩、頁岩の３１１Ｗiで、111土した細石〃)Ｗ丁核のｲiir61同]様のも

のを使川】している。

大きさはlをいもので23mｍ（IIh27）であるが、１１とんどのものが細石刃lijYj核から剥離された

細石ﾉﾘを２～３１１A1に分lljllしているようで、ＩI糊部から先端部まで完全に残っているものは少な

し、＿

このことから、細(iﾉﾘを２～３個に分割してか'５，イ〈や什などに彫られたi牌に1'i｛ぬ込んでＮｉ

や鉛の刃部として仙11Ｉしたとの説があるが、便lIlIIjの砿１１(等も考えられるのでWi定できない。

Ｎｏ９：タト鍬に近い左ｲiにそれぞれ1本の催があI)、先端部近くで接している。イj淵部は切断

されていて欠ｲⅡしている。ｌ２さ'９，，，１１１５mm、１V〔ざ１ｍｍ、ｒ〔岩製。

Ｎｄ２７；ｌｔさ、111とも本jLi跡出土の細打刃の''１ではlik大で、010尖に２本の後がjml)、jlLWEの
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長さは23鳳口、ＩｌＪ８風､、ｌＹさ２，風である。打辮部は切断されていて欠掘している力:、fYiili/j講辺

には細部力ll工がなされている。硬[Tri岩製。

Ｎｏ９４－１：二i:要剥離iiiiには打痢部を残しているが、先端部は欠捌している。汁Illiには２本

の陵が）、り、ノf緑辺に細部加工がされている。６１錨弧でIIL存の長さ16mm,、Ill65wm、Ｉ\さ’風mo

No129：１A;部及び先端部を欠ljlした細石刃のＩ''１１１１部であり、現存の長さ'4,,,,、IljImm、ＨＺさ

ｌｍｎ、頬Ｔｍ岩製である。

Nd216：1】央に２水の催が並行し､先靖部を欠くもので､主要剥籠面には打駕iを残しており、

細石刃はやや左に'''1つた形をとっている：」111杯のl2さ17,口、ｌｌｊ６鳳圃、厚さ１，，，６１t岩拠

NO228：先端部はややねじれていて､他の網１i刃と趣を災にする｡主要剥離iiiにｲ｢蹴を残し、

長さ１８mm、Ｉｌｌ４ｍｍ、叩き２，，で612岩型。

Nd271；わずかに先端部を欠イハしてはいるものの、災しい形態をしたやや111広な細ｲr刀で、

行面中央に２本の侭がjlHり先端部で交わっている。ＪＩＭ:のl乏さ22mm１，１１】８脇､、厚さ15,i､でⅡ万
一℃DOD

製。

Ｎ０２９９：充１Ｗ)紐I｛iﾉﾘで、↑flii中央に1本の催がjlnリ、主要晶１１離面にｲ鵬iを残し、器形はや

や反っている。ｌとざ22,口、ＩｌＪ７厨薊、厚さ２口､で〔虹、岩拠

細石刃用石核（ｌＺＷｉ６、７第６，７回）

本遺跡からはl2IM1のlllj名があり、７７蘭は61t岩、剛iir〔器、頁岩の３種Xiiで、出二こした細ｲi刃

のｲ丁蘭と一致する。

これらの細Iwlllｲ｢核には、細ｲｺﾞ刃を剥離した時、Ａｔび細石刃を剥離するために調1鍬I離し

た樋状の剥離痕のあるものとないものの両ﾉﾉがある，ｉｉｉ１．打は細石刃を作出途｣zか、すでに作１１１

を完了したｲi核であり、俊行は、これから細{iﾉﾘを作１１Ｉしようとする紫材としての(『核として

は握できる。

本遺跡出土の細(i刃)Ⅱ（｢核は、製作工程を異にする５種1mがあるので、これを'111]r｣二ＩＲｌｉ、

11類、ⅡIIli、Ⅳ1N、Ｖ１(iとして区分した。

〔Ｉ瀬〕

両面調鑑識材を(ＩＭＩしているもので、初別技法KII似の製作手法によるものである。

Ｎｂ,８０：iUqi而調艦した分lijIい尖頭器状の紫}ｲを)i川て、上半部を数回の剥離によって平jll部

（iIl仮面）を１１:(1)している。その後に平111ｲITniからAMI催のための剥離を若干加えてバトルノに成形

している。平jIlｲJmi（｢IlIIluにあたる部分で以下「平jIlｲJ面」という。）の一方の末端に1条

の樋状剥離痕を５１tしている。商さ28ｎ画、ｊ12111打iiiiのl2さ62Eｉｎ、IlJ24mnで頁岩製で`ｸ)ろ。火然を

受けてハネが砦ｆ蝿ぬられる。

なお、本fr科はＩ１ｌ施型ｲ｢核のように平jIlｲJIiiiにはＩＩＰ椛痕をｲ丁していない。

〔ｎ類〕

● 

1３－ 
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母岩あるいは利片のもつJI2jIlな剥離面をそのまま平ｌｌｌｲＭｉとして、この平｣'１打面やljW側か

ら剥籠を行って()形にⅡ:｣zげられた石核である：

Ｉｈ８１－ｌ；大きな平j11miをｲ｢する緑岩あるいはﾎﾞﾘ片のjlzlI1miの両側面に入念に調鱗を力Ⅱえ

て舟形にⅡ:上げられたイi核である。jlzjll打[iiiの木端に１糸の樋状jHl雛が認められる。商さ33mm、

平j11打面の長さ６１mm、lIj2`1,,で！〔岩製である

NQl60：平｣ⅡｲJlniからの側im調駿によって舟形に仕上げられている．樋状剥離痕は認められ

ず、衆付と考えられる。ｊﾄﾞjIlｲJiijの長さ34ｍ､、IlJ25nnで淘さは32mmと烏輔子型に近い.６１(V;製

である二

Ｎ､４：大きなWI1iiiをｲ｢する索ｲｲに両側面から故IDlの剥離を加えて舟形に１１:上げられてい

るが、両側iiiの剥離痕が大きく他ｸﾞ)細石刃〃}ｲｺﾞ核と趣きを腱にしている。平jIl打而の一方の木

端に７条の樋状のjkll離疲を残している。高さ27mm、平j11lIimのlをざ39mm、「|j23,mmでr〔岩弧であ

る。（図版６の左I:のiif料｡）

なお、１１瀬として区分できるものに．Nnl81の『(沿弧のものがあるが、この資料も樋状の剥離

痕はない。

〔Ⅱ１噸〕

角騰状の紫ｲｲを１１Ⅲているが、１１噸と１局]様仁平｣I|ｲＭｉ２ｉ＃たに作11付る〃法をとらずに、難

Iｲの平111面を利川している。IIIIIとの相違点は、１１１【【(“I211lmiあるいは反kl側から調鱗して(ｌ

形に仕｣こげられているのに対してⅢ]W(としたものは、,I2jIlmiの反対側から若干調鑑を"Ⅱえただ

けのたﾀﾞ)に､はっさ')した)｝形には({:_上げらjIしていないものである｡このためにIfl然礫iliiをそ

のまま残しているものもある。

Ｎ0,108：６１i岩のﾉﾘ蝿状の紫ｲｲを１１】い、角礫の平jllilliをそのまま平｣11打面にし、両側iiiの細

部調整は．わずかに平jIljniの反対(則に行われているだけで側１ｍの一部分に自然峰面を残してい

る。平111ｲJ面の末端に３条の樋状剥離痕を残している。ｉ巧さ38,,,平111打面の長さ35同､、IIl20

m薊である。本溢科は、Yf料Nql78と同一の母岩から利雑さｌ［たものを使用しているようである。

lNhll78：雌岩の/Ij礫状の紫|ｲをｌｉｌい、NnlO8と同様に１１１い調整剥離を加えただけで;１２｣11ｲｌｉｎｉ

６索材の平jlliIiiをその士よイリ川している。平jIlｲJilliの一〃の木端に４条の樋状剥離痕を残して

いる｡NnlO8と同一のlﾙIiiから１１｝られた角騰状の剥片を他)IＩしているものと思わ｣しる｡ﾊﾟｲさ29mm、

平｣11打面のlをざ11,,,、IIjlOmm。

〔Ⅳ鯛〕

縫長剥片を索}ｲに１１}いたもので、樅ｌＺ剥片･のjZ要剥離iiiを平jllｲﾘ面としているもので、細ｲｉ

ﾌﾘは、鍵長剥ﾊ･の木端から剥離されているのが持倣である。

NQl28：ｒｉ岩劉の先端部の分１７い縦圧制li・を紫iｲに１１lい､プラットホーム及び主饗ﾈﾘ雛miの

バルブをそのまま残している。この主要剥離IIiiからl1Ijlii1miに調鰭をｊＩⅡえて舟形にⅡ:上げたうえ

で、細石刃を剥離しておりWllmiの先端部に５条の樋状剥離痕を残している。本Yr料について

1６ 



は゛JIL在、接合溢科のｲ｢黛等を検討'１Ｊである。

MI197：！〔岩の分1'/い縦1乏剥ﾊﾞを素材にIilい､プラットホーム及び主安剥離iiiiのバルブをそ

のまま残している。lii婆剥離｢ｍを平jllｲJimとして、iilljl1Iiiiiに飼鱗を加えて舟形に仕上げて`f)リ、

平jll打而の先端に７条の樋状剥離痕を磯している。Ｉｌ１ｉさ23mm、平jl1ｲ]面の腿さ42,,,1|】27mm・

本賓科の平ｊｌｌｌ１ｍｉは聯かれて光i尺がある。

〔ｖｆｌｉ〕

片面調鰹の紫|ｲを川いて、平111打面はハTiii調鱗徒に一ﾉﾉの末端から剥離を川]えて作lllし、ｕｉ

にこの平lIlilliから細ｲ『〃を剥離したものである。

No319：一miに｢l然蠕iiiをｲJ-Tる剥片を１１ル､I?'然､iを一部分残して断面がややI)'jP:)Ｗ)片

lhi調整の紫|ｲにしてから、片1m調鑑の－ﾉﾉに平｣11打､iをI15ll)して、そこから細{j〃をMd)離して

いる。樋状剥離f〔を２条磯している。高さ45,mm、平jI1ｲJi｢liのｌ２さ46,,,,1|】29mmでI〔Y;側。ノミｌｉｌｉ

採集溢料である。（図版６の中央の溢料である.）

舟底形石器（輔８回）

本遺跡からは、今IDIの発掘調査で５点出土しており、輔一i)（調盗の際に皿点の111北があるの

で合計19点の(1)北があったことになる。

舟底形77器については、ｌＷＩｌ［面（平''1面）にｌｆＩも痕等があることなどから-11iの物を１１りるス

クレイパーとして介川iされてきたｸﾞ)であるが、先に述べた舟庇形の細ｲﾌﾞ刃川ｲ『核に形態がﾙﾙｨｒ

に類似している。

１１'板iliiが大きく、１脚［痕のあるもの等の水遺跡の堀一次調在出土fr料でﾊﾄ底形｛j器と分ｘｌｉし

て来たものに1【【ilI1-I-るものを細石刃川ｲﾌﾞ核と区分した。これらの賓料を観察したかぎ')で｛よ、

①【I'板ihiが１１】広く]12111に11:１１lさ処細面刃川{j核とは趣を異にする一定の型を｝lrっているこ

と｡②甲板面に使川によ')!ｋしたと思われる1(?糀痕があるものがある。③側絨に入念な加］:がljU

えられている幕からスクレイパーの機能をｲ『しているものと魁われるが、舟底形｛｢器としたも

ののtljにも、’11版iniの一木端から数条の樋状剥離を行っているものもあり、細イ『〕ＷＩｌｲi核でな

いと断言はできないものもある。なお、〕1〔北大学のﾉﾄ:ｉ１<１２介先212の堆近の研究によれば、ｌｉｌＫ

形石器の１鉢f痕は庇の/《Iによって1ｋしたものとのことで詳細についての発表が待たれるところ

である.

現在、第一次、輔二i)《調盃出土の19点の舟庇形ｲi器について、分頗、製作ＷＷ、他適跡との

関連、１１１途等を検itIl1であI)、発表の段階でないので詳細は後11に譲りたい。

最も典型的なYf料を参琴のた力に掲示したのが堀８Ｍのﾂﾐ測凶である。

スキー状スポール（図版８，第９Ｍ）

'11土総数は５点でlll土数は少ないが、本j世跡にiﾘﾘﾘﾘ技法のあったことをしめ-|､爪婆なYr料で

1７ 
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ある二

水遺跡出二'二のスキー状スポールは、いずれもWimi三ﾉﾘ形をgI1するファーストスポールで断ｉｉｉ

四角形のものは未発兄である.

しかし、本jfi跡111土の１１【iとした細ｲｺﾞ刃川ｲｺﾞ核の平｣１１ｲlMiに比してスキー状スポールのjlzjll

imは狭くて、接合するしのが+ＩＦ無であることから、lUiiml'Ⅱjjl形のセカンドスポールないしサー

ドスポールは未発)とをがらrjYI竜するものと考えらＩしる。

NoI140：尖ljjl器状のI山jiili調鑑素Iｲの一方の尖りj1部をUjWiしてから､ﾊ)底形石器又【よlil庇形の

細石刃用石核を作|lけるために剥籠された削片である:lr〔Y+弧で高さ16,1:,､平jIlnliのｌ２さ50,同、

l1nlmEL 

lkl356：紫uiiｲｵUIL溢料であるが､Nhl40と同様の技ﾈﾉ:でⅡ:111されている。頁岩製で高さ18,口、

平川面の長さ57mm、「|】13mm。

以上の二点のiff料のほかにもl可様のものがあるが、い･|れも一万を切断していて141施型のス

キー状スポールとは異なっている=

掻器（IZ1版８筋８，９回）

動物の皮jiMIざ'１'のこ[』しといわｲしる掻器は、狩猟がさかんであったことを物語る溢科である：

今回の調企において、小型の#Ｉ指型のもの，個と樅}〔jilU片を索ｲｲとする中型のもの，佃のイテ

汁２点が出土した。

Ｎｑ３８：′I､型のいわ'/〕)ろ１１）脂型仁属するもので、三ii婆ﾎﾞﾘ雌､iのパルプ面は切断されている。

汗iniには両i則絵に細部力Ⅱ]Hを施してあI)、先端部をﾉﾘ部としている。長さ23,,,11J18,,,,11/さ

５ｍｍで硬{、〔岩製である。

NQl19：１'1型の樅'２判片を糸ｲｨにｌｉｌい主繋剥離面のパルプを残している見ﾐﾘﾄﾞなYf料である。

汗面の両(則絵に細部DIlIを加え、先端部に刃部を(､)している。

なお、このYf科とｌｉｉｌ－形態のものは、第一次発掘でも８点（輔８回３参鰯）の出土があるが、

lhI38のように,l､型のものは今[D1が初めてである。

削器（Iz11Mi7、８，１０第９、１０，１１、l21X1）

骨、ノリ、水等の加工の際に削るための工具と労えられるハリ器(よ、大型のもの、１１０形ｸﾞ)もの、'1、

型のもの、あるいはﾉﾘＨ１;が側ihi全休にあるも〃)や一部にしかないもの等の極々の形態があり、

ｲﾐ遺跡からの出ﾆﾋ故は15嵐である.

Ｎ０，１５：大型の刈片を紫Iｲに１１ルて、－|則絨に細部調ｻﾊﾞを加えて刃部を形成している。ｌ２さ

llOmMm、llj68風､、１Ｍざ３１ｈMm、安山岩製である。

ＮＯ３６：『〔岩裂の縦１２判片を紫材として－１則椴に細部､'1Ｊ:を施して刃部を形成している。二ｉｉ

要剥薙耐には大きなバルブをｲiし、背面には３イミの催がjmっている。ｌ乏さ８３，，１|】46,,,,,Ｍざ

－２０－ 
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141ｍ、剥護/flllOo

Nn69：Ｉ(岩の大型の剥片を素材に両緑辺に細部hlll:をlMiして〃部としている．細KMU」:は

両面から行われている。

片側の面は％ほど〔I然礫iIiを残し、％ほどは節jJMによる剥がれがある。反jﾋﾅ側のiiiには大き

な打撤とｲJﾘiW裂痕を残し、このような大きい判片を剥離する際にｲⅡ当強い繋打を与えて剥離し

たことを物語っている。

長さ150画､、I1jl32属､、Ｉﾘﾉさ57口､で並fii610109あり、４（iii跡出土石器中でも大きなものの一

つである。

NOl91：硬蘭jr〔Irlf側で樅１２判片･を素ｲｲとして１１lい､一側線に細部力Ⅱ工を行ってﾌﾘ部を形成し

ている、反対Iiil緑は主要剥離面からの１回の剥離によってuWiされて細身のスマートな形に作

られている。主要剥離i(liのバルブ面は切断されて欠lⅡしている。ｌｔさ３６，，１i】14mm、1V〔ざ3.5m,、

の小型のものである。

､ 

彫器（図版８，第９図）

本遺跡出土の彫器は非常に少なくて、わずかに１点のみである二

第一次調査でも１点確認されているだけでｲﾐj､跡における彫器のあり方が問題となる。

細万刃文化においては、イi識11成のI|】に彫器を必ず持っている。なぜなら、彫器は水や骨、

又は角に溝をうかつさ[共で、ノミとしての役F1を持っており、作111された細石刃を什鞭のiⅡに

植え込んで、Niとか'6といった道具を製作するため仁なくてはならないものである。No261は、

赤色の雌岩の/lj礫を紫Iｲにして先端部位に３条の樋状剥離を加えて彫刻刀面を作出している。

長さ40,凧、１１】27,,,1V〔ざ15,mmで'1,型のものである。

なお、他の舟底形（『器をI}}すiii跡においては、多1,tの彫器を｢|:うのが一般的である。たとえ

ば、新潟県荒屋in跡（Iiilll）では、棚別技法によると‘えられる舟底形石器に荒屋形彫器を多

哉仁伴出して彫器の弧j戦11ではないかと考えられている。髄k1遺跡にlH1係の深いと思われる北

海道の各遺跡でも同様で、ホロカ沢Ｉ遺跡（I:l滝111体6){光会1963年）では、ｉｿＩ３ｌＩ技法によら

ない舟底形石器（ホロカ11'｣ｲi器）にホロカ型彫器をll1IIlしているし、ホロカ沢11遺跡（liijl963

fi2）ではオショロッコ型彫器を相当数I1MLている。

本遺跡の彫器は、以｣2の彫器のどの型式にも含まれないものであるうえに、その(1)土故も微

哉で今後の研究をjHねる必要があるテーマの一つである。

● 

ハンマーストーン（図版12，第13回）

ＩＴ器製作又は骨/(l器等の製作の際の敲打)ilの｣:）しとして便)ilされたもので、たいがいのい）

は手に撮れる大きさのifiIIl形や長}I】形の自然礫を、ノⅡ１１:をjjIlえずに使用している。

礫の健軸のiLi先端に胤剛の際に生した細かい裂痕を多故iiRしていて、ひんぱんにＩＭＩしてい

2４ 
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たことかわかるのである。

Ｙｆ科No28-lとIil28-2は同一の地点から一緒にlⅡ土し/どもので、iiij者は頁岩製で398ツあ

り、後者は硬砂岩製で4259あ')、手に握るのに丁度よい｢l然しＷｌをj11いている．なお、Ｎ(128-2

の平jIl面の－ﾉjにはNliｲjのように膳かれており、ｌｌｌｉ(iを】|(ねていたもグ)と思われる。

チヨツピングトール（図版11、第14回）

本遺跡からI〔岩弧の大型のチヨツビングトールが１点だけ{11上している。

武科ND126がそれで、ハ･iiiは雌に３回の大きな剥離をⅢⅡえているが、％ほどは畷面を残してい

る。もう－ﾉJのiiIiには８[Q1の剥離を加えた後に細iiiW111:をjⅡIえて〃部を仕上げている。１１１上状

況は、前述のとおりで大型判Ⅱ.と一緒に刃部を輿｣zにして111土した。菰htが1220グもあって、

この石器を手に握ったり、llJjを付して振り廻すには、イ11111のﾉﾉが必要で、このような(ＩＭＩﾉﾉ法

はあま')考えられないから、１１１土状ntのところで記述のような使川方リミが当を↑\ているものと

思われるのである.

チョッパー（図版12）

本遺跡からは２点の111土があるが、出土数は少ないﾉjであるニ

チヲッパーの111途は、物を1111るとか、その並1,tをfIlllして物を切絞することが考えられるの

である。柄を付したかどうかであるが、形態がずんぐりしており、柄を付すには無ＦＭが')るか

ら、手に握って使川したものと瀞えられる。

No237：やや胴平なI〔岩のl:l然礫の－ﾌﾞJの血jから３１１０１のⅡlい剥離を行った後に、さらに２１IDI

の調整剥離を行い刃'31;を形成している。したがって、ネリ難がhlIえられている面は一方で、反1.1

の面は自然面をそのまま賎している。艮さ114,,、IlIlO8mn、１１/さ70耐mInfjt8759でＦにＩＩｉって便

ⅡＩするのには可能の大きさである。

Nol43：Ｙ〔岩製で｣Z組のものより'１､型で、刃部の作111は．！\lを兇なっている。本溢料はフズリ

ナ化石を含む''1僻を(ＩＭＩしておI)、この化石の服地がIii1定されれば、礎1を採叫iしたipIIIlがＩｌＩﾘＩ

する貴jIiなYf料である。ｌ２さ731,,,,11】92風,､、厚さ64mm、」Kitは4309ある。

● 

石刃（図版８，９，第９，１５回）

食物の調理等における切戦兵と考えられる｛iﾉﾘが７.fXllkl2している。

本遺跡からは、北海jiiIil;ljjii跡（大場ほか’956年）のような嵐Ⅱ[を石刃Ill1i核の苑1mしがな

いので確定し{\ないが、lmLJliな從臆剥片を作出して、そのiii峠に細部加二mを施したものがある

ので石刃として分!Ｈした。

ＮＣ,337：渋面擁ⅡLYr科であるが､縦長剥片を黙lｲとし、主撰剥離面の右(ﾛI綴辺の~１５半部に細

部jjII二[がある。↑ｒｉｍの先端部にわずかながら自然lW1Miを蝋している。

－２６－ 
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長さ127,,,11135凧､、１Ｍ巻11,,と大型のものでＩ〔V;側である。剥溌角l09o

Nnl88-2：lil端の樅１２判片によって作られている。主要剥離面にはバルブを残している。

先端部は姉jDl1によって欠ｊｌｌしている。腿さ51,1m、lIj26mm、１Vざ１０mm、剥離角は114.である。

Ｎ('５１：比較Ib1りい側ﾊﾞを１１川ている。主要剥離､iには、３本の稜がj､っているが、Ａ:側縁

辺と先端部は11然僻Iliiを残していて、この(i刀を剥離したｲ｢核は礫の上部を剥離して、その平

111部をlJiIliにした(「核であることがﾄﾘる。両側状辺とも鋭くて切戦具としては【|】し分ない・Ｉを

ざ102鳳同、I1I55鳳同、１V【ざ22口､、剥籠角は110.で『〔岩拠

６ 
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察7・考

(1)ｲｺﾞ器の{Ⅱ北1iii位について

本遺跡の{｢器の１１}二ＭWi位は、」二部ローム屑!']のｌ１ｉﾘMIT色鮭（ilii（Ｙ、Ｐ）より１｢位のiii川色

ローム層の['0にあり、（「器は板ＩＮＩ黄色軽石肘（Ｙ・Ｐ）の[（'〔1$から、妓深のものはIIi卯武色経

{｢層から測って37(､のllllに包含されており、fitも多いｉｉ化は20～30(､の所に雄!}'していた。

従って、イミ遺跡の形成時jU1は板卵菰色軽Yiが降下-|･ろ以ljilでけ)I)、その時期は洪ifillMﾐにあ

たるものと考えられる。

板鼻黄色経Yi1ibi(よ、Ｃ10のillﾘ定によって、10,650±25OB.I)(ＧＡＫ３１１）等の数(１kがｉｌ}ら![て

いるので、本道跡の形成時191は今から約12,000年1iiiと冴えられるのである。

かつて、本jfi跡の1111:Ⅲ1位が板ｸ'し禍色軽石『１（Ｂ、Ｐ）より１ざ位ではないかとの見解（tIi時

1963年）が示されたが、イ：jii跡の屑位は【ﾘ]らかに'１１ﾘ1世(L催(ｉ１１ｉ（Ｙ・Ｐ）の~1ざ位、lliｹﾞﾙ川色

軽石屑（Ｂ・Ｐ）より」z位のｌｚ部ローム層上半祁にあるのである。

(2)打器の組成について

本遺跡出土のｲi器は、ｲｲjﾉﾘ、細｛｢刃、細ｲiJﾉﾘ)１１ｲi核、)１１Ｋ形ｲ｢器、削器、掻器、彫器、スキー

状スポール、チョッパー、チヨツビングトール、ハンマーストーン、膳ｲﾌﾞ、′l､型｛f核であるが、

水遺跡の特徴的なｲi器は、細ｲｨ刃、細石刃111{i核、川･庇形(i器である．

細ｲ丁刃は39点の１１１土があり、骨jJI器や木器に航え込ま（'て|(iや姑ｸﾞ)刃先として便111されたと

考えられる・しかし、細(iノリとしたものの中には、綱Ｉi〃)１１(『核から剥篭したものばかりでな

く、舟底形石器の樋状剥離から生こたスポールが`十)ろばｆであるが、区別することはＩＩＪ篭であ

る：

細石刃を製作した細ｲｲ刀川ｲ｢核には、ＩｆＩｊとしたiﾘﾘｶﾞ'1技法による札滑型蛾111のもの、【１１【iiと

した幌､|]型緬似のい)、ｌｌＩｌｌ１とした幌力'1型のllliH1式のもの、ⅣIiiとした桝形遺跡独111の!(Ｉｌ式と

思われる縦艮剥片をｲﾘﾊ)したしの、WMiとした峠~「技iﾉﾐによるもグ)がある。

本遺跡の出二I:の細（i刃川ｲi核の製作技法は前述のとおり１１１]片系のものと非削ハ･系のものの(ｉ

刃技法があり多様であって、襖推な様棚を示しているか、Ｍ【Iiとしたものは、今まで他のj､跡

からの報告例がないことから、イミ遺跡の特徴的な弧１１:技iﾉ:と認ｙ)られるので「桝形技iﾉ:」と仮

称したい。

櫛形技法による細｛iﾒﾉﾘ１１ｲ｢核はい広郷技ﾘミ（11Ⅱ鱗ほかl980fI2）と同様に縦lを剥片を蝋ｲｲに

)I抑るが、平jl1ｲ]・ｌｌ１ｉの部位が異なるのである‐

▼ 
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‐|.なわち、広郷技法は細ｲr刃の剥離が縦l乏剥ﾊ●の側線にそって行われるのにjtlして、桝形技

法では、縦l乏剥ﾊｰの先端部に主要剥離面を打iiiとして細両刃剥離を行い、縦長剥片のffiiii力《ハト

底となる形をとっている○

次に、，,頑とした幌加型（横III1980fI芒）１１Ⅱl)(のものは接合Yf科が確認されていないので、

幌加型と断定はできない。

なぜなら、IjWiの例のようにⅡlい両面調1鳥紫lｲの｣二半部を剥離して平｣１１打面を作lll後に、平

jIljJI1iiから両側面に細部ｊⅡ1工を行った可能性６あるからであるが、もしも、このような製作工

碓をとったものなら、１ｶ別技法による白滝型あるいはiL滑型の亜型式として区分することがで

きる。

なお、接合資料については、現在検討ＩＩｎなので水遺跡出土のスキー状スポールとの'Ｈ１係は不

明である。

水iii跡の舟底形ｲ丁器は、ｉ,,板i薊が長く、かつ、Ｉ'j広で大型のものが多く、樋状剥離痕をｲ｢す

るものと、有しないものがある。

この舟底形石器は､ｽｸﾚｲﾊﾟｰの一役と瀞えられるが､''１には細打刀川】石核とすべきもの

６あるかも知れない。

調珊!Ⅲ]具や工具には、肉等の切戦具としての打刃、ノミとしての彫器、切戦や削るためのIiリ

器、皮剥ぎとしての扱器等の出土があり細打刃と瀞え合わせると、当時、狩猟活動が盛行して

いたことをうかがい知ることができる｡椎やfAを製作するために必要な彫器の出土数が少なく、

,両１，U(の遺跡に比較すると特異な存在と言わざるを１１}ない。

労ＩｌｉｌｌＩ,具としてのチョッパー、チヨツビングトール、ハンマーストーン、磨石もそれぞれ出

土している。このような礎そのものを道具としたものや礫にiUijiiな)ｊｌ１工を加えた道具は、下部

,1,M｢器時代から使川されており、新里村又）':戸jfi跡等からもかなりの数が発見されていること

から分るように、ノ@の'といｲｺﾞ器である。

特に、チョッパー、チヨツピングトールは】〔iiiアジアから束アジアに広く分布してチョッ

パー、チヨツピングトール文化間を形成しているといわれ、アフリカ、ヨーロッパ、Ｉ'､'〔、イ

ンドj1,1大陸に分布するハンドアックス文化'６１にjtlib$していて、本jfi跡もこの分布圏に含まれる

のである。（最近では、束アジアからもハンドアックスが発見されている｡）

（}底形石器も、ｉI,uE,大陸、シベリア、アリューシャン、アラスカからも多数の出土があり、

北太平洋沿革に一大文化[６１を形成していたもののようである。

本jfi跡を過した人々は、血縁家族を中心とした共同体社会であったと考えられるが、その便

)iける道具は諸外[z,や他のⅡ本の遺跡、ことに〕I〔北地方から北海iii方iiiのものに類似し、その

方i(,iの文化の影郷を強く受けていたのである。多分、北海道方面からヴュルム氷期の＊ｊＵｌのi'１

怪獅侠のせばまった時期に伝来した文化と堀.えられるのである。

● 

● 

● 
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(3)群賜り１%下における細石器文化について

桝形遺跡とほぼ1荷１－のｉｌ成形ｲi器を石器組成に持つjh8＃は知られていないが、新１１１郡笠懸付

和[Ⅱ遺跡（砦lll980fl:）から()底形ｲｺﾞ器の出土があったが詳細は未発表のためはつきI)した

ことは分らない。

他の細石刃文化としては勢多郡祈里村広1111地ifi跡（ｲｌ１ｉ１〈1956年)、岡村生月jii跡（１行jiii)、

折111部笠魅材稲荷llljfi跡（;Mflll980年）のほか、飛粉の}測』武料（勢多郡厨士児村九IIIjn跡）

などの数か所が知られている。

次に細石器文化以iiljの文化との１１０係についてbiiij後|川係を確定できる現況ではない。

黄禍色ローム屑上半部に色念されていた石器文化としては、水jid跡のほかに新里村武）|;遮跡

（杉原1977年)、〕WrllL付jCiiijfi跡、大hIl町三ツ屋ｉｉｉ跡等があるが、文化の前後関係を論ずるに

は資料不足であり、この点についても今後解明すべきlll1Iujである。

次に赤堀村石111週跡（ｲⅡ沢1967年）は尖頭器を多1,tに'１１土したことで著名であるが、ｌﾘIら

かに板鼻黄色軽ｲｺﾞﾊﾘより」2位の武測色ローム屑に包含されており､新潟県中林遺跡(７i:沢１９６６

年）等の発掘所見とRliU1しており、これらの文化が縄文時代の直前の文化であることは疑いの

ないところである。

石山遺跡では、文化の鍵Ｍとなる板騨黄色軽石ｈｉが10cm位jMiしており、このような』ﾙ所で

複合遺跡を発掘できｊＬば、綱年作業もスムースに進められるので、このような条件のよいjjH跡

の発見に努める必要性を1i｢i感するのである。

第３表は、相沢忠派の怨定している群馬県下におけるlIllj器文化の編年表であるが、参考の

ために掲救するものである。

(4)他地域のｲ丁器文化との対比

杉原荘介氏の見解によれば、本)'1における細石器文化は烏$Ⅱ子型細石刃用石核を111土するl乏

早f県矢出111遺跡（汁:沢1964年)、赫岡県休場遺跡（杉原・小計1965年）を一番ｉｌｉ〈、ｉｋに半

舟底形細石刃)Ⅱ石核の'''二Iﾆする新潟MA荒屋遺跡（汁:沢1959年）をおき、その次にI:l滝型細而

刃)１１石核を持つ新潟１Ｍ'''二I:jfi跡(【'１村1965H1き)、さらにその次にｲ丁茎尖頭器を有する新ilIl県Ｉｌｎ

林遺跡へと発展したと推定し、北海道の各週跡にkl比しているのである。

半舟底形細石刃川ｲi核をｲi-l-る札満遺跡と荒屋in跡、［:】滝型細石刃ｌｌｌ石核をｲiする白滝11M部

台遺跡と中上遺跡、イi裟尖ﾜji器を有する立lll遺跡と111体jfi跡をそれぞれ対比させ、さらにILl滝

服部台遺跡と立lIljfi跡のl1l1に烏ｳ刷子型細石刃Ｉ１１石核をｲrl･るiｉｆ戸安全遺跡を入れている｡(杉原

1975年）

一方、吉崎昌一氏は北海iiiにおける細石刃文化の綱年をI:l滝13→ホロカ沢１－レトワルベツ

→白滝33-,白滝30-,立Illとし、ホロカ型彫器と舟底形ｲ｢器の組合せを持つ文化から、（脚別技法

－４０－ 



第３表群馬県旧石器文化鱈年表
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による舟底形ｲi器と荒'l{形彫器を持つ文化に椎i;し．さらにイ｢茎ﾘﾐﾜ､器を持つ文化へと発展し

たとし、立Illin跡文化を１１kも後111の文化と考えている。（`iiII;ｊ1963年）

桝形遺跡では、Ｍｆ型、峠下型、ホロカ型、桝形1M等の細ｲj〃１１}石核を有して襖稚な文化で

あるが、新i$)県IIjﾆﾋjl1i跡や北海道[:l滝服部台過跡ｸﾞ)文化にjttも近い文化と思われる。また、彫

器について見ると、桝形ｉｎ跡と''１土遺跡には荒屋型彫器がなくて、白滝服部台遺跡には、わず

かながら認められる。

同じ関東地ﾉﾉの舟底形ｲi器の111土状況を見ると、茨城ﾘﾘL役目ljh跡(後冒f遺跡調在l111975fIz）

があり、ここでも舟底形Ｉｊ器と荒腿型彫器が111土しており､その他にも数遺跡が知られている｡

石器組成からみていIl当似椎な様相を持つ桝形ifi跡の分Ｉｌｉ、検討が十分でないIjL祝において

結論を出すのは鼎iil･と思われるので、差控えたいが、いずれにしても、本遺跡が形成ざＩ1た時

期は洪植世末の板ﾘＭｆ色鯵(「（Ｙ・Ｐ）の降下する以iiljの文化であり、新潟県荒歴ｉｉｉ跡、liilIIl

土過跡、青森県大平IlljClljfi跡、北海道白滝服部台jii跡、IiiIホロカ沢遺跡、同タテカルシュナ

イ遺跡等の細ｲj刃文化に近絨の文化であることは確かである。

8．おわ')にあたって

本遺跡は、昭和26ｲ|：の第一次調炎以米、多くのlII1Ruをl&起した並要な遺跡として１１:[】されて

いたのであるが、第一ik綱在は']､規模な発掘調狂であI)、Ｙｆ料数も少なく十分な検討を､Ⅱえる

ことができなかった。

相沢忠祥の22f'二もの恋IHiがようやくかなって、lllliⅡ４８年の12)]に第二次調在をﾘﾐ脳すること

ができたものである。

この第二次調査においても、道路工事による緊急苑｝M凋従であり、調姦期ＩＭＩも短かく、かつ、

遺跡の主体部が道路のi〈ｒｒということもあって、ノミ｣その｣:半部が欠失していたI)、水iZM§jffの

救設により、遺跡の一部がＭに破壊されていた等のことにより、必ずしも、１－分の鯛ｲfができ

たとは言いがたいのである。

さらに、上部ロームl1U1に包含される文化肘の鍵Ⅲiとされる板ﾘ》黄褐色軽石ｌｉｉ（Ｙ、Ｐ）が、

給供火11｣の桟lll1IlIから追い赤城111東南麓や、來毛地区においてはIﾘl雛を堆械状況を示してない

ため、板鼻1M色経（iMiiij後の文化のは握がむずかしく、網fl2作業を困難なものとしている。

以上のように、調盗必･察も十分とは言えないが、４［jfi跡の第二次調査を蕉躯終了し、ここに、

報告普を作成することができた。

報告書を刊行したとは前うしのの、桝形遺跡の学１１１１(lりな追求は、やっと出発点に立ったとい

う現状である。

－４２－ 



今後は、適されていた武科を６とに研究、攪僻衆をjIiね、桝形j齪州をildしたｲ11先の生抽をiuI爪

してゆくとともに、この文化の腰史上の位iiiや、他の遺跡との側jlk等をより一層iIZ砿には}Ｍし

て行く必要があると思う。

イ§i1lの作成は、本jfi跡を１１kに出した調盗lu当箭でもある赤城人！(i文化研究所長の１Ilil<忠ｉＷ）

ｆでi了われるべきも〃)であるが、その準傭を姑ﾂﾞ)た矢先の昭fII55f1z811上(U不幸にも、多iIzの

過ﾂﾅかもとで病気で倒れてｊｌＭ２も療養Ilnである。

このため、第二次調Iffに参加し、日頃、先生の揃導を仰いでいる?ＩＷｉが、筏学をも甑みず仁

木iIIの作成を行ったたｙ)に満足のゆく報告illとすることができず、６)｢究濁什位の期待に添える

ものでないことをお範びする次第である。

イゼｌ１ｌの誤りや不十分な点については、６１｢究・荷什位の御叱jlZ、御叱岫をいただきたいｸﾞ)である

が、これは、簸者の浅学によるものであって、II1iR先生の責でないことを明らかにしておきた

いｃ

今後、先生の病気[ＱｌｉＩを待って、本遺跡のもつ愈鍵や本１１$で十分Iﾘiらかに出米なかったlIi位

の'111題、石器製作技術のlIliu、赤城111麓における文化の網f1入他の地域との文化交流の１１{INq等

について研究をしてvpかなければならないとAllう。

また、これが、尚Inな文化ifi産の調在に鵬さわった者の責務と柵感するものであり、後11、

かな'P>す、以上述べたlH1Mq点及び未解１版)部分を御Ｍ１告したいと舟えている次第である。

不適跡の調査は、地元の多欺の方々の御協ﾉJとH腿かを激励によってなし１１｝たもので←巻末で

はあるが関係者のﾌﾞﾉ々をkidして1謹謝の意を炎わすものである。

とりわけ、宮城付Ｉを111卜l定吉氏、宮城村教ｆｉｌｔ吉111時雄、前村lそ｣ﾆﾃﾞﾄ112之助、鵜''１興難(柳壮

lとには、深い御理解をいただき、本遺跡の調乙iIfが{Ⅱ満に終了したこと、帆[l新１１１１社のllU係粉な

らびに１両l社の小I;3誕稗にはタイミングよく縦iiiしていただき、この$＃'１１１報道を機に、見ず知ら

ずの多くの方々から御協力と激励の言葉をいただき、調査に携ったｲﾋﾞ々が、師走の赤城IjAの１１１

での１１§難を楽しいものにさせていただき、ここに御礼を【I】上げるしのである＝

また、末筆となってしまったが種々二搬導を1Ｗ)った東北大学文学部教授片:沢艮介先9kにも

[V【〈御礼を申上げる次第である。

0３ 
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前原盟（当時１１１学院大学学生）

水悪守り）渋川滝蔵

須永、千本水、外ｌ仏

茂水ｆｌ］夫rL1；章

ＩｎＩＩＩ’ﾘ’（当時ｌｉｌｌ１ｌ大学学生）宮城村立中学生20門

相沢千恵T・｜Ｈ１矢兇

柧ｉＲＴ－恵子飯様恒子

ｉｉ１ｊ原既（ﾘﾋﾞ蝋lu1ili孜了r委風会）

側矢兇

Ⅲ沢ｆ恵子ＩＮｉ矢兜１Ｍ〔鎌ｌｌｉｆ

相沢Ｔ－忠子｜Ｍ１矢兇

ＩＨＩ矢ﾀﾋ

調査担当粉

富雄村教育安川公

宮城村関係

● 

鶴１１１興難㈹'１１係

新里村敬f『愛１１会

その他

赤城人lUi文化研究所IHI係

ijii物鰹醐

遺物災測１２１

遺物ト

写瓦

文

レース

蝿；ノ

ー０屯

Ｌｌ 

、

4５ 
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